
★ ３月４日に開催された第 回野菜需給・価格情報委員会において、春キャベツと6

、 。たまねぎについて 以下のような生産出荷と価格の見通しが取りまとめられました

これは３月１８日に開催される野菜需給協議会に報告されます。

《春キャベツの生産出荷と価格の見通し》

・作付面積は、愛知を中心に増えており、前年を上回る。

・今後、気象が平年並みに推移すれば、５・６月を中心に、前年を上回る出荷が見

込まれる。

・消費に関しては、近年やや増加を示す統計データはあるものの、出荷量の増加に

見合う消費増は期待できないとみられる。

・このため、価格は、４月は平年並みを維持するものの、５・６月は前年を下回る

ことが見込まれる。

《たまねぎの生産出荷と価格の見通し》

・北海道産の不作に伴い、高水準で推移した価格の動向は、４月以降弱まるものと

みられる。

・今後、気象が平年並に推移すれば、府県産は平年並の出荷量を維持することがで

きるとみられることから、５月以降、価格は、前年を下回ることが見込まれる。

・なお、輸入ものも一定量入っているが、生鮮ものの価格に影響することは少ない

ものとみられる。

（ ）当該委員会の概要はこちら http://www.alic.go.jp/y-suishin/yajukyu01_000033.html

をご覧下さい。

（→このほか、本ホームページでは、産地情報やレシピなど野菜に関する各種情報

を提供しています。http://vegetan.vegenet.jp/）

当機構では、生産者、流通業者、実需者、消費者等からなる野菜需給協議会を開

催し、需給・価格の見通しについて情報発信すること等により、野菜の需給調整

や価格安定を図っています。
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